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明けましておめでとうございます。会員の皆様におかれましては佳き新年を
お迎えになられたことと心よりお喜び申し上げます。本年より 3 年間、橋本　洋
会長を引き継いで大役を仰せつかることになり、責任の重大さに身の引き締ま
る思いであります。どうぞ宜しくお願いいたします。

IAP 日本支部の発足は、1958 年 11 月に当時の IAP 会長であった Binford 先
生が来日し、当時の日本病理学会総務幹事であった故吉田富三先生（第 1 代会長）
に IAP 日本支部を設立してはどうかと要請されたことに始まり、吉田先生は在
京の馬場、江頭、石川、西山、影山、岡林、太田、斎藤、竹内、高木、滝沢、所、
内海先生、計 14 人で Binford 先生と会談され、1959 年に江頭先生が訪米、
Binford 先生、Mostofi 先生にお会いになられ、支部結成の諸条件を教わり、日
本病理学会理事会へ報告、諒解のもとに、40 名の参加で日本支部が結成された
そうです。1961 年の Chicago で開催された IAP 本部理事会で正式に加入を認
められたと、故太田邦夫第 2 代会長（1973 − 1978 年）が 25 周年記念号に書か
れています。その後、江頭靖之第 3 代、故西山保一第 4 代、石川栄世第 5 代、
故福田芳郎第 6 代、遠城寺宗知第 7 代、鈴木　実第 8 代、牛込新一郎第 9 代、
長村義之第 10 代、諸星利男第 11 代、橋本　洋第 12 代会長と IAP 日本支部を
立派に発展させてこられました。会長以外にも常任幹事、理事、役員としてご
尽力された先生方のご苦労を思うと、今後も更なる発展をと決意する次第です。

最近の会員数は 600 名弱でしょうか、とは言っても約 5,500 名の米国カナダ、
約 1,900 名のドイツ、約 1,200 名の英国ならびにフランスに次いで 5 番目（オー
ストラレーシアとほぼ同数）に位置しており、先輩諸氏のご努力により国際活
動も年々盛んになってきております。大金字塔は何より 2000 年名古屋での
IAP 国際会議の成功でありましょう。その誘致に遠城寺先生、鈴木先生、牛込
先生の並々ならぬ努力、また Jack P. Strong 先生（本部 Treasurer）のご助力
があったからできたことと感謝します。その後、2004 年の Brisbane（Robin 
Cooke 先生が Congress President）での IAP 国際会議で牛込新一郎先生が IAP
本部 President として堂々と大役を果たされた時、日本人として大いなる誇り
に思えました。誰より国際通の長村義之先生が IAP 本部のアジア地区担当 Vice 
President として活躍されていることなど、IAP 日本支部もよく頑張っていると
の嬉しい思いです。

IAP 日本支部の役割は
IAP 本部ならびに他国の
IAP 支部との密接な連絡、
交流を背景に我が国の病理
学の国際的活動を推進し、
また国内での活発な生涯教
育活動も加えて我が国の病
理医を育成することにある
と考えます。日本病理学会
秋期特別総会の翌日に開催 松原新会長とDr.Park

IAP日本支部会長就任にあたって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新会長　松原　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防衛医科大学校　病態病理学講座
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される IAP 教育セミナー（教育シンポジウムとスライド
セミナー）があります。多数の参加者を迎えており、大
変好評であります。役に立つハンドアウトの作成など、
講師の先生方にはいろいろとご尽力をいただいておりま
すが、今後も日常の病理診断業務で関心が高いトピック
スを取り上げるよう努めてまいります。スライドセミ
ナーで用いる症例は多数の切片が配布用に必要とされる
ため供覧できる症例が制限されることもあり、昨年から
は橋本会長、内藤教育委員長のご尽力によりバーチャル
スライドが導入されています。すべてこれに代わり、以
前行ったコースは USCAP がやっているように Home 
page に掲載できるようにすると、広く利用されていいか
と考えます。

今年は 10 月 10 − 15 日にブラジルの São Paulo で、第
28 回 IAP 国際会議が開催されます（www.iap2010.com）。
南米のサンバなど異国情緒溢れる雰囲気の学会になるの
ではと期待されます。国際会議以外での外国との交流の
場として、USCAP（United States and Canadian Academy 
of Pathology）があります。今年は Washington, D.C. で、
日程は 3 月 20 − 26 日です。この学会での教育システムは
この上なく程度が高く、年々日本からの若い参加者が増
えていることは嬉しいことです。火曜日の夜の Japan 
night も定着してきています。これから日本の外科病理
学を担っていく多くの病理医が積極的に参加されること
をお勧めします。学会の内容や参加登録は http://www.
uscap.org から簡単にできます。

アジアの各支部との交流も極めて重要であります。第
7 回 Asia-Pacific IAP Congress は来年 5 月 20 − 24 日に
台湾の台北で開催されます。これは 2 年ごとに開催され、
去年はインドの Kochi で開催されました。第 8 回は韓国
で、第 9 回はオーストラリアでの開催予定です。アジア
の先生方の日本への熱い眼差しに何とか答えて行きたい
ものです。日韓合同スライドカンファレンス（SC）は隔
年で開催され、去年の 11 月 13 − 14 日と名古屋で第 11 回
が開催され、大盛況でした。黒田　誠先生が会長で頑張っ
ていただき大好評でありました。11 回も続くことは大変
なことです。牛込先生が特別講演で、日韓交流の歴史を話
してくださりみんなに感銘を与えました。Moon Ho Yang
先生と牛込先生の強い友情と努力があったればこそとの
思いを強くしました。特別講演の内容が素晴らしいもの
であったので、その Power Point file を頂いています。
どの様に archive として残したらよいか考えています。
日韓交流で言うと第 9 回をお世話していただいた琉球大
学の岩政輝男先生（現在琉球大学学長）が誠に素晴らし
い会を開催してくださり、その時から日韓の交流が極め
て親密なものになった気がします。その次の Cheju 島で
の会でも、「爆弾乾杯」が常套となり、韓国と日本は文
化的背景が極めて近いとの感じを持ちます。2 国間では
台湾との交流も大切で、2006 年 11 月 18 日に台北の台湾
大学病院で第１回日台合同 SC が開かれ、第 2 回は 2008
年に橋本会長のお世話のもと福岡で開催されました。第
3 回は今年、台湾の高雄での開催と決まっています。日
程はまだ決まっていません。日韓、日台とも末長く交流
が継続することを願っております。

米国の Steven G. Silverberg 教授と長村前々会長のお

二人が Course Directors となり、湘南国際村での Surgical 
Pathology Update が好評でありましたが、10 年続け、
国内でも似たような教育コースが開催されるようになっ
たこと、経済的な理由もあり、IAP の役割は一旦中止し
て見直すこととなりました。残念である、再開をなどと
ご意見をいただくのですが、どうしたものか分かりません。

会員へのサービス向上という点からは、従来に加え、
更なる国際会議の情報や外科病理の新たな知識の頻繁な
提供、国際交流の促進といったことを考えますが、手段
として home page の充実、email での情報伝達と交換を
手っ取り早くは取り組みたいと考えます。Mailing network
を早く構築できたらと思います。

私の経験および能力は微々たるものでありますが、橋
本　洋前会長、佐野壽昭次期会長、牛込新一郎先生、長
村義之先生、加藤良平常任幹事、清水道生教育委員長、
笹野公伸、黒田　誠、中谷行雄、吉野　正、岩下明徳各
理事の方々、岩崎　宏会計監事、山邉博彦 Award 委員長、
他の役員の先生方々と一緒に IAP 日本支部活動がこれま
で通りに楽しく明るく、益々発展できますよう努める所
存でありますので、会員の皆様にはお気づきの点、提案、
叱責など気軽にご連絡下さい。IAP 日本支部の更なる発
展のため、何とぞ宜しくご支援のほどをお願い申し上げ
ます。

第 11 回日韓合同スライドカ
ンファレンス（SC）は 10 月 9 日

（金）、10 日（土）に名古屋で開
催された。藤田保健衛生大学
の黒田　誠教授が Congress 
President としてお世話され、
大変に盛大で、中身のある素
晴らしいものであった。IAP 本
来の日韓合同 SC は名古屋の
中心である栄町に位置する私
学共済の名古屋ガーデンパレ
スを会場に開催され、加えて

の骨軟部腫瘍病理、肺病理、腎病理の 3 つのジョイント
ミーティングの SC は名古屋大学の中村栄男教授のお世
話で名古屋大学医学部の講堂を会場に開催された。

IAP 本来の日韓合同 SC は Opening ceremony の後、
日韓から各 4 例ずつの呈示があり、discussant の HE 標
本だけからの診断、submitter からの特殊染色を加えた
解答（？）、その後の discussion が活発に行われた。興味
深い症例ばかりで、中には世界で初の症例ではないかと
言うほど珍しいものも見ることができた。8 例の program
をここに記録のために掲載しておく。

第11回日韓合同スライド
カンファレンス開催される

黒田Congress president 挨拶

集合写真
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特別講演は、牛込
先生が“The Japanese-
Korean Joint Slide 
Conference and the 
Asia-Pacif ic IAP 
Meeting: Involved in 
Organizing the First 
Meetings”のタイトル
で、日韓 SC 交流の
始まりから歴史を話
してくださり、みん
なに大きな感銘を与
えました。最初はギ
スギスした交流だっ
た の が、Moon Ho 
Yang 先生と牛込先
生の強い友情と努

力で、今日の暖かい交流に繋がったとの思いを強くしま
した。特別講演の内容の Power Point file を頂いており、
どの様に archive として残したらよいか考えています。
会長就任の挨拶でも書きましたが、第 9 回日韓 SC をお
世話していただいた琉球大学の岩政輝男先生（現在琉球
大学学長）が誠に素晴らしい会を開催してくださり、そ
の時から日韓の交流がどんどん親密なものになった気が
します。ウイスキーを入れた小瓶を大瓶の真ん中におい
て大瓶にはビールを注いで、小瓶を倒しての「爆弾乾杯」
を韓国側から（Han-Kyeom Kim 先生）教わり、宴会が
大いに盛り上がります。

Welcome banquet は豪勢で、ご馳走とアルコールが
どっさりで、みんな満足でした。余興は元気のいい酒樽
の鏡開きから始まり、威勢のいい太鼓もよかったです。
韓国風の音楽も混ぜてくださり、韓国側の先生方も喜ん
でいられました。名古屋地元の親子の方々だそうですが、
女性の威勢のいい打ち振りに感心しました。Banquet の
後には韓国側から二次会に誘われ、多くがカラオケへ、
日本語韓国語が入り乱れての楽しい会となりました。

参加者の人数のことを記録のために書いておきます。
黒田先生からお聞きしたので間違いありません。IAP 本
来の日韓合同 SC に日本側から 69 名、韓国側から 40 名、
合計 109 名の参加、Welcome banquet には日本側から
75 名、韓国側から 45 名、合計 120 名の参加、バスツアー
には 55 名の参加でした。これは記録的な多さではない
かと思います。

翌日は骨軟部腫瘍病理、肺病理、腎病理の 3 つのジョ
イントミーティング。

その後、バスでの excursion。まずは徳川美術館、そこ
で素敵な「春姫御膳」というお弁当を食べ、次にトヨタ

自動車博物館へ。世
界中の classic car が
陳列されていてびっ
くりしました。韓国
の皆さんはバスで大
阪へ、翌日大阪城や
Universal Studio 
Japan（USJ）を観光

して帰国されるとか。名残を惜しみつつ、お見送りをし
ました。

2 年後の第 12 回日韓 SC は Daegu で開催すると Khang
先生から言われました。楽しみなことです。藤田保健衛
生大学の黒田先生をはじめ、教室の皆様方、名大の中村
先生方、本当に有難うございました。おかげで盛大に第
11 回日韓合同 SC を開催できたこと、韓国の皆様にも喜
んでもらえたようで、本当によかったです。　　（松原記）

11 月 14 日（日）名古屋大学医学部基礎医学教育棟で開
催され、日本側と韓国側を併せて 6 題が討論された。各
症例の Moderator, Submitter, Discussant,（Ｊ：日本側、K：
韓国側）は、Case K-1: Dr. Anhi Lee, Dr. Kyung-Rak Sohn, 
廣瀬隆則先生。Case J-1：福永真治先生、遠藤誠先生、Dr. 
Jong Ok Kim.  

Case K-2： Dr. Yong Koo Park, Dr. Joon Hyuk Choi, 
二階堂孝先生。Case J-2：中島安彬先生、藤野節先生、
Dr. Chang Young Yoo,Case.  K-3：Dr. Young Chae Chu, 
Dr. Mi Jung Kim, 小田義直先生。Case J-3：恒吉正澄先生、
山口岳彦、Dr. Kyungji Lee。前日の Banquet での楽しい
交わりのお陰で、終始和やかな雰囲気の中で熱心に議論し、
2 年後での韓国での再会を約束して終えた。	（高木正之記）

日時：�平成 21 年 11 月 21 日（土）　9：00 − 17：30
場所：�国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）

秋期病理学会に続く 21 日土曜日に、代々木の国立オリ
ンピック記念青少年総合センターにおいて、2009 年度病
理学教育セミナーが開催されました。会場は—昨年と同
様に代々木公園に隣接する青少年総合センターで、都心
にあっては緑の多い、使いやすい施設でした。

また、午前のシンポジウム、午後のスライドセミナー
はともに興味深い最新のトピックスを交えた企画であり、
多数の参加者がありました。午前のシンポジウムでは
300 席が満席になり、午後のスライドセミナーでは、の
べ約 660 人の参加者となり、大盛況となりました。シン
ポジウムのモデレータ、演者、また、スライドセミナー
講師の先生方にはご協力いただき深く感謝申し上げます。
教育シンポジウム　9：00 〜 11：45

（以下、敬称略）
主題：�「肺癌および中皮腫の病理診断学　— 2009update」
モデレータ：野口　雅之（筑波大学）
　　　　　　石川　雄一（癌研究所）
1．�WHO の腺癌分類改訂について	  

野口 雅之（筑波大学基礎医学系病理学）

第8回日韓合同骨軟部腫瘍
病理研究会をお世話して

第49回病理学教育セミナー開催される

骨軟部集合写真

Excursion

Banquet風景：鏡びらき

Banquet風景：韓国からの参加者
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2．�肺癌の進展に係わる病理診断 −特に胸膜因子について 
大林 千穂（兵庫県立がんセンター病理診断科）

3．�神経内分泌性を有する肺癌の病理診断	  
廣島 健三（千葉大学医学部病理学）

4．�神経内分泌性腫瘍の未来	  
石川 雄一（財団法人　癌研究会癌研究所病理部）

5．�免疫組織化学的染色を中心とした中皮腫の鑑別診断	  
武島 幸男（広島大学大学院病態情報医科学講座病理学）

6．�Malignant mesothelioma: cases difficult to diagnose
（tentative title）	  
Mark, Eugene J.（Professor of Pathology, Harvard 
Medical School, Director of the Autopsy Service, 
Department of Pathology, MGH）

7．�悪性中皮腫の早期診断	  
辻村　亨（兵庫医科大学医学部病理学〈分子病理部門〉）

IAP 日本支部総会・病理診断学術奨励賞の授賞式

11：45 〜 12：30
今年度の病理診断学術奨励賞は、次の 4 名の先生方に

決定致しました。佐藤 康晴［岡山大学大学院病理学（腫
瘍・病理）］、篠崎 綾［東京大学大学院病因・病理学専攻］、
大石 義丈［九州大学病院別府先端医療センター病理部］、
川崎 朋範［山梨大学医学部人体病理学講座］総会につづ
き、表彰式を行いました。おめでとうございます。
スライドセミナー（敬称略）
1 時限目　13：15 〜 15：15
*A-1　�唾液腺腫瘍の病理　—新 WHO 分類を踏まえて—	  

長尾 俊孝	（東京医科大学人体病理学）
B-1 　�肺の外科病理 update	  

中谷 行雄	（千葉大学大学院医学研究院診断病理学）	 
松原　 修	（防衛医科大学校病態病理学）	  
Mark, Eugene J.	（Professor of Pathology, Harvard 
Medical School, Director of the Autopsy Service, 
Department of Pathology, MGH）

C-1 　�膵腫瘍性病変の病理	  
諸星 利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-1 　�悪性リンパ腫関連疾患	  
吉野　 正（岡山大学大学院病理・病態学）

2 時限目　15：30 〜 17：30
*A-2　�神経系腫瘍（中枢系ないし末梢神経）	  

広瀬 隆則	（徳島県立中央病院病理診断部）
B-2　 �骨髄の病理（MDS など）	  

大島 孝一	（久留米大学医学部病理学）
C-2　 �子宮内膜症とその関連腫瘍	  

本山 悌一	（山形大学医学部人体病理病態学）
D-2　 �甲状腺腫瘍、新 WHO 分類を中心として	  

加藤 良平	（山梨大学大学院人体病理学）
* 印は新規のコースです。

このたび松原修先生のご手配により、シンポジウムの
演者としてご講演をいただいた Mark, Eugene 先生に、
午後のスライドセミナーの「肺の外科病理 update」コー
スでも、ご講義いただきました。受講者にとって、大変
有意義な機会となったようです。

また、今回より事前送付資料は全てバーチャルスライ
ド（DVD-R）となりました。さらに、かねてより受講者の
アンケートでは画像の資料がほしいとのご要望があり、

セミナー講師の先生方にご協力いただき、ハンドアウト
以外にも講義内容の要点を当日配布資料（CD-R）として
配布致しました。教育セミナーの開催につき、毎年少し
づつ改良を重ねてまいりましたが、教育担当も交代とな
り、次回からは、埼玉医科大学国際医療センターの清水
道生先生が担当されます。お世話になりました皆様にこ
の場をお借りして御礼申し上げますとともに、IAP 日本
支部の更なる充実を期待致します。	 （文責：内藤 善哉）

報告事項：
1．庶務報告

総会出席予定者
　60 名（564 名中）　欠席委任状 151 名
　会員数（2009.10.31 現在）　564 名
平成 21 年新入会員 7 名と、退会の件が承認された。
平成 21 年度新入会員　7 名
　No.0786　篠崎　　綾
　　　　　（�東京大学大学院医学系研究科	  

人体病理学・病理診断学）
　No.0787　中村　暢樹（東京医科大学病理診断学講座）
　No.0788　早川　清順（安城更生病院　病理診断科） 
　No.0789　増永　敦子
　　　　　（�昭和大学藤ケ丘病院　病理診断科）
　No.0790　鈴木　麻予
　　　　　（�東京慈恵会医科大学附属病院　病院病理部）
　No.0791　仙谷　和弘
　　　　　（�広島大学大学院医歯薬学総合研究科	  

放射線ゲノム医科学講座）
　No.0792　寺崎　泰弘（日本医科大学解析人体病理学）
平成 21 年度退会
　�江角吉造、鈴木利光、中沼安二、中西功夫、渡邊信、

和田昭、栄本忠昭、森秀樹、植松邦夫、秦順一、北
川正信、福西亮、福島昭治、河上牧夫、小泉冨美朝、
小松和弘、湧谷純、中村哲也、今村正克、中久木
和也（ご逝去）、小川勝士（ご逝去）

賛助会員
　�株式会社文光堂、エーザイ株式会社、サクラファ

インテックジャパン株式会社、岩井化学薬品株式
会社、オリンパス株式会社

会費納入状況（2009.10.31 現在　564 名中）が報告された。
平成 21 年度会費　�納入者 454 名（80％）	  

未納者 110 名
2．2009 年病理学教育セミナー報告

第49回IAP日本支部総会議事録

2009　教育シンポジウム
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3．第 98 回 USCAP 2009 Boston
�　ボストン USCAP は、3 月 7 日より 13 日まで開催。今
年のボストンは、案じていたよりはるかに温かく雪
の日が一日もありませんでした。その天候の良さもプ
ラスに作用したと思われますが、参加者は過去最高の
4600 でした。

4．Surgical Pathology Update 2009
　5 月 29 日（金）から 31 日（日）に、湘南国際村で開催。
　Course Director は Mary1and 大 学 の Steven G. 
Si1verberg 教授と東海大学の長村義之教授
　今年のテーマは、「神経腫瘍と子宮の外科病理」で、
Faculty は Si1verberg 教授、Mayo Clinic の Bernd W. 
Scheithauer 教授、徳島県立中央病院へ埼玉医大から
移られた廣瀬隆則先生、京大の三上芳喜先生でした。
　IAP 日本支部では国際的基準（G1obal standard）
に基づく病理診断医（Surgica1 Patho1ogists）の育成
と米国を中心とした外国の著名な病理医との交流を
めざすことを目的に、湘南国際村センターで 2 泊 3
日の合宿形式による講習会を 2000 年から行ってきま
した。
　第 10 回を節目に一旦 SPU は終えることとします。
また、形を変えて復活することを望んでいますが、今
のところ良いアイデアがありません。SPU を長く支え
てくださった皆様に感謝申し上げます。

5．第 5 回 APSMI Shantou China
　第5回Asia Pacific Societies for Molecular Immunohistology

（APSMI）会議は、去る 6 月 5、6、7 日に中国 Shantou
市で開催されました。
会長：Prof.Jiang Gu
次回第 6 回は、Bangkok にて開催予定です。

6．�第 11 回日本・韓国合同スライドカンファレンス
日時・場所：
平成 21 年 11 月 13 日（金）ホテル名古屋ガーデンパレス
	 11 月 14 日（土）名古屋大学医学部
世話人：黒田　誠
　　　　（藤田保健衛生大学医学部病理診断科）
参加人数は下記の通りでした。
　IAP スライドセミナー 109	（KOREA40　JAPAN69）
　懇親会　120	 （KOREA45　JAPAN75）
　ツアー 　53	 （KOREA32　JAPAN21）

7．�第 6 回 APIAP Congress と Business Meeting、インド
Kochi
　2009年8月20−23日の間、インドの南 Kerala 州 Kochi

（または Kochin, Cochin）で第 6 回 APIAP Congress
が開催されました。

8．�その他（Award Committee より、IAP 日本支部ホー
ムページリニューアルの件）
Award Committee より　　　
IAP 日本支部・Silverberg 病理診断教育賞

…………渡辺英伸先生、加藤　洋先生
IAP 日本支部・功労賞

…………森　茂郎先生、山邊博彦先生
授賞式は秋（東京）の学会の時に祝賀会を行う。
日程：11 月 20 日（金）18：00 〜 20：00
場所：九段会館　瑠璃の間

　今後、受賞者は 2 年おきに 1 名ずつとする。
IAP 日本支部ホームページリニューアル
　変更点　日本支部に関する英語版のウェブサイト
を作成しました。
　会員の皆様のご意見をお寄せ下さい。

審議事項：
1．�新入会員の件（報告事項の庶務報告のところを参照）

　近年、新入会員が激減している。
　秋の教育セミナー当日、会員でない受講者には受
付で積極的に入会の案内を行う等、対策を立ててい
かなくてはならない。

2．理事ならびに役員の改選の件
理事選挙の結果
　2009 年度任期満了理事 2 名（吉野　正先生、白石
泰三先生）の後任（2010 − 2012 年度理事）について
の理事選挙では、平成 21 年度理事指名委員会にて、
岩下明徳、 渋谷和俊、 柳澤昭夫、吉野正の 4 名の候補
者が指名され、結果は岩下明徳先生と吉野正先生の
当選となった。

3．�IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞表彰 
応募論文について
受付番号　応募者名　所属　論文名　雑誌　発刊の巻、頁、
Ｓ 09-4  佐藤康晴
所　属：�岡山大学大学院医歯薬学	  

総合研究科　病理学（腫瘍病理）
論　文：Patients with localized primary non-tonsillar 
oral diffuse large B-cell lymphoma exhibit favorable 
prognosis despite a non-germinal center B-cell-like 
phenotype.
Cancer Sci. 2009 Jan;100（1）:42-6. Epub 2008 Oct 23.
Ｓ 09-9  川崎朋範　
所　属：山梨大学医学部人体病理学講座
論　文：Neuroendocrine ductal carcinoma in situ（NE-
DCIS）of the breast--comparative clinicopathological 
study of 20 NE-DCIS cases and 274 non-NE-DCIS 
cases.
Histopathology. 2008 Sep;53（3）:288-98. Epub 2008 
Jul 23.
Ｓ 09-5  篠崎　綾　
所　属：東京大学大学院医学系研究科
　　　　病因・病理学専攻
論　文：Sebaceous epithelial-myoepithelial carcinoma 
of the sal ivary gland: cl inicopathologic and 
immunohistochemical analysis of 6 cases of a new 
histologic variant.
Am J Surg Pathol. 2008 Jun;32（6）:913-23.
Ｓ 09-6  大石義丈
所　属：九州大学病院別府先端医療センター病理部
論　文：CD10 immunostaining distinguishes atypical 
polypoid adenomyofibroma（atypical polypoid 
adenomyoma）from endometrial carcinoma invading 
the myometrium.
Hum Pathol. 2008 Oct;39（10）:1446-53. Epub 2008 
Jul 11.

4．�2009 年度決算および 2010 年度予算の件（別紙参照）
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5．�病理学教育セミナー（IAP スライドセミナー参加者
DVD ウェブ閲覧の件他）
IAP スライドセミナー参加者 DVD ウェブ閲覧の問題点
　DVD を院内コンピュータから閲覧出来ない施設も
ある。
過去のスラドセミナーのスライド（現在貸倉庫中に
保管）の取扱について
　方向性としては、販売に向けて検討する

6．�国際病理アカデミー日本支部法人化の件
法人化について
　現在 IAP は任意団体であるが、今後 IAP を法人化
した方が良いのではないか、という意見が出た。
　法人化するにあたっては下記 4 名を中心に、どう
いう条件が必要か検討していく。
法人化検討委員会委員：諸星先生、黒田先生、根本
先生、内藤先生　
　今後、法人化に関する情報収集をし、更に検討を重
ね継続審議していく。

7．その他
国際病理学会総会（2010 年 10 月 12-17 日、サンパウロ）
　来年は、Marcello Franco 会長のもとブラジルのサ
ンパウロ市で IAP 国際会議が開催されます。XXVIIIth 
Congress of the IAP in São Paulo, Brazil, from October 
10 to 15, 2010
現在、日本側のスピーカー（推薦者）を出している。
　第 3 回日台合同スライドカンファランス：台湾

病理診断学術
奨励賞は、病理
診断領域におい
て優れた英文論
文を発表した若
手病理医（40 歳
以下）び対して送
られる賞であり、
2009年は9名の応
募があり、選考委
員会にて以下の 4
名（50 音順）に授

与された。大石義丈先生（九州大学病院別府先端医療セ
ンター病理部）、川崎朋範先生（山梨大学医学部人体病
理学講座）、佐藤康晴先生（岡山大学大学院医歯薬学総
合研究科　腫瘍病理／第二病理学講座）、篠崎　綾先生

（東京大学大学院医学系研究科　病因・病理学専攻）。な
お、本賞の授賞式はＩＡＰ日本支部主催の教育シンポジ
ウム（2009 年 11 月 21 日）の休憩時間を利用して行われた。
2009 年国際病理アカデミー学術奨励賞受賞者

氏　名：佐藤康晴
所　属：岡山大学大学院医歯薬学
　　　　総合研究科　病理学（腫瘍病理）
資　格：医員
推薦論文：Patients with localized primary non-tonsillar 
oral diffuse large B-cell lymphoma exhibit favorable 

prognosis despite a non-germinal center B-cell-like 
phenotype.
Cancer Sci. 2009 Jan;100（1）:42-6. Epub 2008 Oct 23.
氏　名：川崎朋範
所　属：山梨大学医学部人体病理学講座
資　格：助教
推薦論文：Neuroendocrine ductal carcinoma in situ（NE-
DCIS）of the breast--comparative clinicopathological 
study of 20 NE-DCIS cases and 274 non-NE-DCIS 
cases.
Histopathology. 2008 Sep;53（3）:288-98. Epub 2008 
Jul 23.
氏　名：篠崎　綾
所　属：東京大学大学院医学系研究科病因・病理学専攻
資　格：博士課程 4 年
推薦論文：Sebaceous epithelial-myoepithelial carcinoma 
of the sa l ivary gland :  c l in icopathologic and 
immunohistochemical analysis of 6 cases of a new 
histologic variant.
Am J Surg Pathol. 2008 Jun;32（6）:913-23.
氏　名：大石義丈
所　属：九州大学病院別府先端医療センター病理部
資　格：助教
推薦論文：CD10 immunostaining distinguishes atypical 
polypoid adenomyofibroma（atypical polypoid 
adenomyoma）from endometrial carcinoma invading 
the myometrium.
Hum Pathol. 2008 Oct;39（10）:1446-53. Epub 2008 Jul 11.

平成 21 年 11 月 20 日の夜 18：00 から、九段会館の瑠
璃の間で、IAP 日本支部・功労賞と IAP 日本支部・Silverberg
病理診断教育賞の表彰式と祝賀会が開催された。今回は、
功労賞に東京大学名誉教授の森　茂郎先生、京都大学前
教授の山邊博彦先生のお二人が、また Silverberg 病理診
断教育賞に新潟大学名誉教授で、BML グループ、PCL 
Japan 病理・細胞診センター、特別顧問の渡辺英伸先生、
前癌研究会癌研究所病理部長で現在獨協医科大学日光医
療センター教授の加藤　洋先生のお二人が表彰されました。

簡単にこの賞の説明をしますと、IAP 日本支部・功労
賞は、長年の IAP 日本支部の発展への貢献からのもので、
USCAP の The FK Mostofi Distinguished Service Award
に相当するものです。今までは岡山大学名誉教授の赤木
忠厚先生、千葉がんセンター前病理部長の丸山孝士先生、
前本部 IAP 会長、前 IAP 日本支部会長の牛込新一郎先生、
2008 年には日大名誉教授の桜井　勇先生、日本医大名誉
教授の浅野伍朗先生が受賞されています。IAP 日本支部・
Silverberg 病理診断教育賞は、長年の病理診断学の教育
への貢献からのもで、USCAP の The Distinguished Pathologist 
Award に相当するものです。Maryland 大学教授の SG 
Silverberg 教授の日本人病理医への長年の深い深い貢献
を長く感謝する気持ちから Silverberg 先生の名前をいた
だいています。2008 年には元国立がんセンター病理部長
の下里幸雄先生と福岡大学名誉教授の菊池昌弘先生が受

2009年IAP日本支部病理診断
学術奨励賞の受賞について

Silverberg 病理診断教育賞・功労賞の
表彰式と祝賀会開催される

2009　病理診断学術奨励賞受賞者
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賞されています。
表彰式は根本常任幹事の司会のもと、橋本　洋会長の

表彰の説明、表彰状と副賞の授与がされ、受賞者のご挨
拶があった。残念ながら森　茂郎先生と渡辺英伸先生は
ご用事のため出席されませんでした。IAP 日本支部の理
事、役員が参加し、Silverberg 先生ご夫妻も青森の五所
川原（Washington でなく）からはるばると参加され、
その後の祝賀会には第 55 回日本病理学会秋期総会へ外
国から招待した米国からの Mark 先生ご夫妻、Malaysia
か ら の Kadir Abdul AR 先 生、 韓 国 か ら の Jin-Haeng 
Chung 先生、台湾からの Pei-Yi Chu 先生、Philippines
からの Nelia Tan Liu 先生、マリアさん、Vietnam からの
Phan Dang Anh Thu 先生、New Zealand からの Yoon 
H-S（招待ではない）も Farewell party を兼ねて合流した。
大変に国際的な表彰祝賀会となり、最後に森　茂郎先生、
山邊博彦先生、渡辺英伸先生、加藤　洋先生の益々のご
健勝を祈念してお開きとなった。	 （松原記）

　理事選挙の結果、吉野正先生と岩下明徳先生が新理事
（2010 〜 2012）に選出されました。IAP 日本支部の運営
にご尽力のほど宜しくお願い申しあげます。

平成22年（2010年）IAP日本支部理事・役員
会　　長	 松原　　修
前 会 長	 橋本　　洋
次期会長	 佐野　壽昭
常任幹事	 加藤　良平
教育担当	 清水　道生
理　　事	 笹野　公伸
理　　事	 黒田　　誠
理　　事	 中谷　行雄
理　　事	 吉野　　正
理　　事	 岩下　明徳
会計監事	 岩崎　　宏
事務局担当	 近藤　哲夫
	 河野　嘉代子
IAP本部
前 会 長	 牛込　新一郎
副 会 長	 長村　義之
IAP日本支部理事指名委員会
委 員 長	 橋本　　洋
副委員長	 諸星　利男
委　　員	 根本　則道

委　　員	 岩崎　　宏
委　　員	 白石　泰三
IAP日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会
委 員 長	 吉野　　正
副委員長	 加藤　　洋
委　　員	 内藤　善哉
委　　員	 中谷　行雄
外部委員
　日本病理学会	 未定
　日本臨床細胞学会	 未定
事務局	 加藤　良平
IAP日本支部・Award（賞）委員会（学術奨励賞以外）
委 員 長	 山邊　博彦
副委員長	 長村　義之
委　　員	 牛込新一郎
委　　員	 加藤　　洋
委　　員	 松原　　修

日　時：平成 21 年 11 月 19 日（木曜日）
　　　　12：10 − 13：10
場　所：九段会館　2 Ｆ　鶴
出席者：�橋本、松原、諸星、長村、内藤、牛込、笹野、

佐野、吉野、白石、中谷、岩崎、山邊、加藤、
根本、家守、河野

欠席者：清水、中村、黒田
報告事項：
1．庶務報告
2．2009 年度病理学教育セミナー
3．�第 98 回ＵＳＣＡＰ（Boston　3 月 7 日〜 13 日）
4．�Surgical Pathology Update 2009（湘南 5月29日〜31日）
5．�第 5 回 APSMI（中国 Shantou 市　6 月 5 日〜 7 日）
6．�第 11 回日韓合同スライドカンファレンス	  

（名古屋　11 月 14 日）
7．�第 6 回 APIAP Congress	  

（インド　Kochi　8 月 20 日〜 23 日）
8．�その他（Award Committee より、IAP 日本支部ホー

ムページリニューアルの件）
審議事項：
1．�新入会員の件	  

（報告事項の庶務報告のところを参照）
2．理事ならびに役員の改選の件

理事選挙の結果
　2009 年度任期満了理事 2 名（吉野　正先生、白石
泰三先生）の後任（2010-2012 年度理事）についての
理事選挙では、平成 21 年度理事指名委員会にて、
・�岩下　明徳（関西医科大 1974 年卒、九州大学大学

院卒 1978 年修了）
　福岡大学筑紫病院病院長
　�福岡大学筑紫病院病理部部長・病理部教授
・渋谷　和俊（東邦大 1983 年卒）
　�東邦大学医学部病院病理学講座教授、学生部長
・ 柳澤　昭夫（群馬大 1976 年卒）
　�京都府立医科大学大学院人体病理学教授、　病院病理部部長

IAP日本支部新理事・役員一覧
第3回理事会議事録

表彰式の集合写真
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・吉野　正（岡山大 1981 年卒）
　�岡山大学大学院医歯学総合病理・病態学教授
の 4 名の候補者が指名されました。
投票者　209 ／ 564 人（投票総数　209 × 2=418 票　
すべて有効投票）投票率 37％
　結果は岩下　明徳先生と吉野　正先生の当選となった。
役員について

3.　�IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞表彰 選考結果
今回は 9 名の応募論文があった。
応募論文について
受付番号　応募者名　年齢　所属　論文名　雑誌　発刊の巻、頁
Ｓ 09-4  佐藤康晴
所　属：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　病理学（腫瘍病理）
論　文：Patients with localized primary non-tonsillar 
oral diffuse large B-cell lymphoma exhibit favorable 
prognosis despite a non-germinal center B-cell-like 
phenotype.
Cancer Sci. 2009 Jan;100（1）:42-6. Epub 2008 Oct 23.
Ｓ 09-9  川崎朋範　
所　属：山梨大学医学部人体病理学講座
論　文：Neuroendocrine ductal carcinoma in situ（NE-
DCIS）of the breast--comparative clinicopathological 
study of 20 NE-DCIS cases and 274 non-NE-DCIS cases.
Histopathology. 2008 Sep;53（3）:288-98. Epub 2008 
Jul 23.
Ｓ 09-5  篠崎　綾　
所　属：東京大学大学院医学系研究科　病因・病理学専攻
論　文：Sebaceous epithelial-myoepithelial carcinoma 
of the sal ivary gland: cl inicopathologic and 
immunohistochemical analysis of 6 cases of a new 
histologic variant.
Am J Surg Pathol. 2008 Jun;32（6）:913-23.
Ｓ 09-6  大石義丈　
所　属：九州大学病院別府先端医療センター病理部
論　文：CD10 immunostaining distinguishes atypical 
polypoid adenomyofibroma（atypical polypoid 
adenomyoma）from endometrial carcinoma invading 
the myometrium.
Hum Pathol. 2008 Oct;39（10）:1446-53. Epub 2008 
Jul 11.

4．�2009 年度決算および 2010 年度予算の件
5．�病理学教育セミナー（IAP スライドセミナー参加者

DVD ウェブ閲覧の件他）
IAP スライドセミナー参加者 DVD ウェブ閲覧の問題点
　DVD を院内コンピュータから閲覧出来ない施設も
ある。
　そのための今後の対応として以下の考えが提示された。
　①�スライドコース受講者が直接サーバーからバー

チャルスライドをダウンロードする方式
　②�専用のサーバーを設置するとかなりの設備投資

が必要なので、どこかの施設のサーバーを利用
する。

　③�容量が大きくなる可能性が大きいので、バーチャル
スライドにポイントとなる部位の写真を添付する。

過去のスラドセミナーのスライド（現在貸倉庫中に

保管）の取扱について
　方向性としては、販売に向けて検討する
　販売額としては 1 コース 1 万円くらいが適当
　昔のデータには個人情報が入っていることが多い
ので、そこを消しながらハンドアウトをスキャンし
て PDF に落としていくことが必要

6．国際病理アカデミー日本支部法人化の件
　現在 IAP は任意団体であるが、今後 IAP を法人化
した方が良いのではないか、という意見が出た。
法人化する場合のメリット：
　�企業として寄付が出しやすい（公益性の面では都

合が良い）。
法人化する場合の問題点：
　�理事とは別に評議員を選ばなければならない。法

人監査を受けなければならない。
　今後、法人化するにあたっては下記 4 名を中心に、
どういう条件が必要か検討していく。
法人化検討委員会委員：諸星先生、黒田先生、根本
先生、内藤先生
　今後、法人化に関する情報収集をし、更に検討を
重ねていく。

7．その他
国際病理学会総会（2010 年 10 月 12 − 17 日、サンパウロ）
　第 3 回日台合同スライドカンファランス：台湾

8．�次回の理事会（平成 22 年度第 1 回）2010 年 2 月

根本則道先生、内藤善哉先生、白石泰三先生の各先生
は理事として、そして家守玉美さんには事務局としてご
尽力いただきました。心からの御礼を申しあげます。

教育シンポジウムとスライドセミナーの要望テーマに
ついてのアンケートを同封しましたので、是非ともご回
答をお願いします。

rqrqrqrqrqrqrq

あとがき
明けましておめでとうございます。2010 年第 1 号の
News Bulletin をお届けします。本年は新たな会長、理事、
役員も決まり、IAP 日本支部のいっそうの発展が期待さ
れます。事務局はこれまでご苦労された日本大学の根本
則道先生、家守玉美さんから、山梨大学の加藤、近藤、
河野が担当することになりました。不慣れな上に要領が
悪く、会員の方々にはご迷惑をお掛けするかと思われま
すが、何卒、温かい目に見守って頂き、これまで同様に
ご協力のほど宜しくお願い申しあげます。

〒 409-3898　山梨県中央市下河東 1110
山梨大学医学部人体病理学講座
常任幹事　加藤良平
事 務 局　近藤哲夫／河野嘉代子
Tel：055-273-9529 ／ Fax： 055-273-9534
E-mail：jdiap@med.yamanashi.ac.jp

謝辞：理事、事務局担当ご苦労様でした

アンケートのお願い


